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前漢の少帝恭（在位 187B.C. ～ 184 B.C.）第三代皇帝




南朝宋の少帝（在位 422 ～ 424）第二代皇帝




















































































106 経済理論　359号　2011年 1 月
⑨崇禎年間
　崇禎四年（一六三一）五月二十八日（崇禎『實錄』卷之四「崇禎四年春五月壬寅」
条による）に，李若愚（字は知白，号は愚公。湖廣漢陽の人。萬曆四十七年己
未科（一六一九）三甲二十八名の進士）は，建文帝の廟号を決めることと，当
時の殉節の臣を記録することを願い出た。しかし，この提案は禮部に送られた
ものの，そのままになってしまう。
是の月（崇禎四年五月），工部郎中の李若愚　建文帝の廟號を復し，殉
節の諸臣を錄せんことを樽う。章　禮部に下る（『國榷』卷九十一・
五五六四頁・「思宗崇禎四年五月」条 : 崇禎『實錄』同じ。ただし，日付
を二十八日に掛ける）。
　さらに，崇禎十五年（一六四二）十月二十五日には，鞏永固が，建文帝に諡
号を贈るよう請願した。
［崇禎十五年十月壬戌（二十五日）］駙馬都尉の鞏永［固］　建文君の諡
號を樽わんことを圖る。部科議に下すも，果して行なわれず（『國榷』卷
九十八・五九四五頁・「思宗崇禎十五年十月壬戌」条 : 崇禎『實錄』同じ）。
議論されたが，実行されなかったというのである。
　このことについて李清（字は心水，号は映碧，晩年は天一居士と号す。揚州
興化の人。明･萬曆三十年〔一六〇二〕～清･康煕二十二年〔一六八三〕。崇禎
四年辛未科〔一六三一〕三甲一百八十六名の進士）は，その『三垣筆記』のな
かでも詳しく述べている。それによると，鞏永固が，建文帝に諡号を贈るよう
請願した。そこで崇禎帝は，大臣と議論すると，やはり諡号を贈るように薦め
られた。さらに，呉甡（直隷興化の人。萬曆四十一年癸丑科（一六一三）の三
甲七十八名の進士）が，建文帝には過失がなかった，と奏上する。すると，崇
禎帝は，そうではない，建文帝はそれまでの制度を変更し，親藩を弾圧した。
これらすべてが誤りであった，いう。さらに，諡号はこれまでの皇帝がまだ着
手したことがないことであり，私（崇禎帝）が行なうべきだろうか，とした。
ただ，しばらくして，つまりは一家のことである，といった。ただ軍事に追わ
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れることになり，とうとう沙汰やみになった，という。
鞏駙馬永固光宗の婿，順天の人。上疏して建文の諡を補せんことを請う。上
（崇禎帝）　諸々の輔臣と議すに，皆な慫
すすめる
慂す。呉甡　更に奏して曰く，「建
文　過り無し」と。上（崇禎帝）　曰く，「然らず。渠れ祖制を變じ，親藩
を戕う。皆な過ちなり」と。又た曰く，「此の事は列聖皆な未だ行なわず，
朕　行なう可きや否や」と。既にして曰く，「畢竟するに是れ一家なり」と。
兵事の迫るに會し，遂に已む（『三垣筆記』附識上　崇禎）。
　また，『明史』では，つぎのようにいう。
樂安公主，鞏永固に下嫁す。［鞏］永固，字は洪圖，宛平の人。讀書を好み，
才氣を負う……又た建文皇帝の廟號を復さんことを請う。事　未だ行なわ
れずと雖も，時論　韙
よし
とす……（『明史』卷一百二十一・列傳第九・樂安公主）。
（つづく）
